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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文にはヨ脈動する血流中に生じるずり応カによる赤血球の3次元動態を捉え雪血流に及ぼす
粘性効果が検討されている。
　申請者はヨ先ず事従来の主要な次の二っ方法を精細に検討した。レオスコープ法は互いに逆転す
る円盤と円錐の問の赤血球懸濁液中に生じた速度勾配中の不動域にある個々の赤血球の変形を顕微
鏡観測する方法である。エクタサイトメーター法は同軸回転粘度計の回転する外筒と固定した内筒
間の赤血球懸濁液申に生じた層流速度勾配中の多数の赤血球の挙動をレーザー回折像観測する方法
である。後者の方法は回折像観測なので多数の赤血球が流動したままでラ三次元情報を含む静止し
た二次元像として観測できる上で前者より優れているが事回折像の判読の点で前者より直載でな
かった。これまでの後者の記載は断面の変形に留まっていた。
　そこで，生体中に近い周期的なずり応カを赤血球に与えるヨ平行往復並進エクタサイトメーター
を考案作製した。一方事さまざまに配向した赤血球と等しい直径と厚みを持つ円盤モデルの回折像
を電算画像化した。この助けのもとにヨ往復並進エクタサイトメーター中で配向1回転1変形する
赤血球の回折像解析した。赤血球の円盤モデルの三次元情報を含む二次元回折像を電算画像化して
あるので雪血流中で起きる赤血球の配向1回転時の三次元情報を含む二次元回折像を解読し曾変形
と判別できた。血流中で赤血球に生じるずり応カの増加とともに曾赤血球の配向1回転または変形
が生じた。配向。回転が生じると害運動量の輸送を伴うので、血流中の粘性は見掛け上低下する。
ずり応力が増せば増す程流れに沿った変形も著しくなりさらに粘性は見掛け上低下することが解っ
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た。
　そのうえで雪赤血球の配向1回転1変形が脈動する血流中に生じるずり応力の緩衝機能をもたら
すことを見出だした。さらに赤血球が変形するには赤血球の形状を支えてきた細胞骨格の変化を伴
うことになる。こうした反応を伴う粘弾性の解析に申請者の周期的方法の有効性が論じられた。
審　　査　　の　　要　　旨
　申請者が考案作成したずり応カを赤血球に与える平行往復並進エクタサイトメーターは生体中に
近い周期的に一様なずり応カを赤血球に与える点で従来の装置より著しく優れている。今後、反応
を伴う粘弾性の解析に対する本方法の有効性も高い。赤血球の円盤モデルの三次元情報を含む二次
元回折像を電算画像化し争血流中で起きる赤血球の回折像における配向1回転と変形とを判別してヨ
三次元動態を解読しラ赤血球の配向1回転1変形が脈動する血流中に生じるずり応カの緩衝機能を
もたらすことを見いだしたことは高く評価できる。
　よって蓼著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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